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歯
科
崩
壊
加
速
さ
せ
る
改
定

次
期
診
療
報
酬

　

診
療
報
酬
改
定
の
大
枠

が
決
定
し
た
。
安
倍
政
権

は
消
費
税
増
税
や
社
会
保

障
費
削
減
を
国
民
に
求
め

る
一
方
、
診
療
報
酬
を
め

ぐ
っ
て
は
「
国
民
に
こ
れ

以
上
の
負
担
を
か
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
迫

り
、
改
定
論
議
に
圧
力
を

加
え
た
。

　

そ
の
結
果
、
消
費
税
増

税
補
填
分
を
除
け
ば
診
療

報
酬
全
体
で
実
質
マ
イ
ナ

ス
１
・
26
％
の
極
め
て
厳

し
い
改
定
率
と
な
っ
た
。

医
療
関
係
者
の
一
部
に
は

本
体
の
改
定
率
が
プ
ラ
ス

０
・
１
％
に
な
っ
た
こ
と

を
評
価
す
る
声
も
あ
る

が
、
歯
科
の
技
術
料
は
わ

ず
か
30
億
円
程
度
の
プ
ラ

ス
に
留
ま
り
、

改
定
の
効
果
は

皆
無
に
等
し

い
。

　

診
療
報
酬
は
、
国
民
が

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
保

険
医
療
の
範
囲
と
診
療
の

中
身
を
決
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
こ
を
な
お
ざ
り

に
し
て
い
て
は
、〝
歯
科

医
療
崩
壊
〞
を
食
い
止
め

る
ど
こ
ろ
か
、
加
速
さ
せ

る
こ
と
に
な
る
。

　

協
会
・
保
団
連
は
今
回

の
改
定
に
向
け
て
、
昨
年

７
月
に
「
国
民
皆
保
険
制

度
に
ふ
さ
わ
し
い
歯
科
医

療
制
度
の
再
建
に
向
け
た

歯
科
診
療
報
酬
要
求
」
を

発
表
し
、
政
府
・
厚
労
省

科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士

の
個
々
の
医
療
行
為
の
技

術
と
労
働
を
適
正
に
評
価

す
る
特
掲
診
療
料
の
大
幅

な
引
き
上
げ
④
時
間
要

件
、文
書
提
供
義
務
化
、指

針（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）の
算

定
要
件
の
撤
廃
―
―
な
ど

の
理
由
に
財
政
難
を
挙
げ

る
。
し
か
し
、
日
本
の
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は

世
界
３
位
で
、
５
０
０
兆

円
を
超
え
る
。
こ
れ
は
家

計
や
政
府
、
企
業
が
生
み

出
し
た
総
付
加
価
値
だ
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
社
会

る
。
政
府
は
社
会
保
障
費

や
医
療
費
の
増
大
が
財
政

圧
迫
の
主
因
で
あ
る
か
の

よ
う
に
宣
伝
し
て
い
る

が
、
立
ち
行
か
な
く
な
る

水
準
で
は
な
い
。

　

い
ま
家
計
で
は
賃
金
抑

制
や
非
正
規
の
増
大
で
収

入
が
下
落
し
、
大
企
業
へ

の
減
税
と
相
ま
っ
て
政
府

の
歳
入
が
不
足
す
る
一

方
、
大
企
業
に
は
内
部
留

保
が
２
７
０
兆
円
も
積
み

上
が
っ
て
い
る
。
経
済
的

な
豊
か
さ
を
実
感
で
き
な

い
真
の
原
因
は
、〝
富
〞

の
偏
在
を
是
正
し
な
い
政

治
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　

協
会
は
会
員
へ
の
情
報

提
供
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
通

じ
て
会
員
の
声
を
集
約

し
、
全
力
で
改
定
要
求
の

実
現
に
努
力
し
て
い
く
。

　

政
府
は
診
療
報
酬
抑
制

保
障
費
の
割
合
は
、
ド
イ

ツ
や
フ
ラ
ン
ス
の
28
％
に

対
し
、
日
本
は
18
％
と
大

き
く
下
回
っ
て
い
る
。
欧

州
並
み
に
分
配
す
れ
ば
、

社
会
保
障
全
体
で
50
兆

円
、
医
療
だ
け
で
も
９
兆

円
の
給
付
増
が
可
能
に
な

と
交
渉
を
繰
り
返
し
て
き

た
。

　

と
り
わ
け
、
①
基
礎
的

診
療
料（
初
・
再
診
料
）の

引
き
上
げ
②
基
本
的
診
療

料
へ
の
特
掲
診
療
料
の
包

括
化（
マ
ル
メ
）の
廃
止
③

歯
科
医
師
を
は
じ
め
、
歯

明
日
か
ら
使
え
る
Ｘ
線
診
断

〝
顎
骨
の
読
影
が
重
要
〞と
高
橋
氏

Ｘ線画像診断のポイン
トを説明する高橋章氏
＝2013年12月８日、Ｍ
＆Ｄホール　　　　　

12月度生涯
研 修 講 座

医療充実に向け市と協議
生保調査や受診抑制で是正求める

大
阪
市
内

４ 

地 

区

　

大
阪
市
内
の
４
地
区
（
北

部
・
東
部
・
西
部
・
南
部
）

は
、
生
活
保
護
・
介
護
保
険

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
・
学

校
保
健
・
口
腔
保
健
条
例
―

―
で
、
是
正
と
拡
充
を
求
め

て
２
０
１
３
年
12
月
６
日
、

大
阪
市
と
協
議
し
た
。

　

生
活
保
護
指
定
医
療
機
関

へ
の
立
ち
入
り
調
査
で
、
通

知
な
し
に
来
ら
れ
た
り
、
犯

罪
調
査
の
よ
う
な
厳
し
い
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
、

会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相
談

に
も
と
づ
き
是
正
を
求
め

た
。
市
側
は
、「
カ
ル
テ
の
コ

ピ
ー
は
同
意
の
も
と
で
行
う

こ
と
を
徹
底
を
し
て
い
き
た

い
」「
録
音
や
弁
護
士
の
帯
同

は
申
し
出
が
あ
れ
ば
認
め
て

べ
き
で
あ
る
」
と
の
認
識
を

確
認
さ
せ
た
。

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
で
は
、
協
会
が
実
施

し
た
学
校
歯
科
治
療
調
査
結

果
を
示
し
、
口
腔
崩
壊
が
起

き
て
い
る
事
例
が
多
数
あ
る

こ
と
を
説
明
、
児
童
を
医
療

に
か
か
り
や
す
く
す
る
た
め

に
も
、
①
一
部
負
担
金
や
所

得
制
限
の
撤
廃
②
す
べ
て
の

子
ど
も
に
医
療
証
が
届
く
よ

う
に
配
慮
し
て
欲
し
い
―
―

と
求
め
た
。
ま
た
、
学
校
医

療
券
Ａ
（
要
）
様
式
の
Ｘ
線

検
査
で
パ
ノ
ラ
マ
が
な
い
こ

と
を
指
摘
、
治
療
を
目
的
と

し
た
フ
ッ
化
物
塗
布
や
歯
科

衛
生
士
実
地
指
導
も
合
わ
せ

て
認
め
る
よ
う
強
く
要
請
し

た
。

　

当
日
は
他
に
、
介
護
度
が

決
ま
れ
ば
歯
科
健
診
を
実
施

す
る
市
の
独
自
施
策
の
創
設

や
、
歯
科
口
腔
保
健
条
例
の

制
定
を
求
め
た
。

　

協
議
は
、
２
０
１
３
年
８

月
19
日
に
提
出
し
た
「
市
民

の
願
い
で
あ
る
医
療
・
福
祉

な
ど
、
生
活
支
援
に
重
点
を

　

臨
床
・
学
術
部
は「
明
日
か

ら
使
え
る
Ｘ
線
画
像
診
断
」

を
テ
ー
マ
に
生
涯
研
修
講
座

を
２
０
１
３
年
12
月
８
日
、

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。

講
師
は
高
橋
章
氏
（
徳
島
大

学
大
学
院
口
腔
外
科
学
講

師
）
が
務
め
、70
人
が
参
加
。

　

読
影
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
▽

左
右
対
称
か
▽
あ
る
べ
き
も

の
や
余
分
な
も
の
の
有
無
―

―
を
診
る
と
の
こ
と
。
歯
と

歯
周
組
織
よ
り
も
、
顎
骨
を

見
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

癌
（
前
立
腺
癌
、
乳
癌
）

の
骨
転
移
、
白
血
病
な
ど
で

起
こ
る
骨
破
壊
、
骨
粗
鬆
症

に
よ
る
骨
の
変
化
を
見
極
め

る
に
は
正
常
像
を
知
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と

で
、
頸
椎
、
ピ
ア
ス
な
ど
に

よ
る
障
害
陰
影
を
解
説
。
そ

の
上
で
、
結
石
、
石
灰
化
、

術
後
性
嚢
胞
な
ど
の
病
的
画

像
を
示
し
た
。

　

後
半
で
は
悪
性
腫
瘍
を
見

逃
さ
な
い
た
め
の
留
意
点
を

解
説
し
た
。
Ｘ
線
像
以
外

に
、
感
染
、
炎
症
を
伴
わ
な

い
下
口
唇
オ
ト
ガ
イ
に
限
局

し
た
し
び
れ　

知
覚
異
常
、

痛
み
の
な
い
腫
脹
、
開
口
障

害
な
ど
を
症
例
写
真
と
と
も

に
説
明
さ
れ
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
で
現
金

の
流
れ
を
把
握
す
る
。
例
と

し
て
、
ト
ヨ
タ
の
場
合
と
破

た
ん
し
た
ゴ
ル
フ
場
の
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
を
示

し
た
。

　

勘
定
科
目
に
仕
分
け
る

時
、
雑
費
の
科
目
は
で
き
る

だ
け
使
わ
ず
自
分
が
分
か
り

や
す
い
補
助
科
目
を
つ
く
れ

ば
よ
り
分
か
り
や
す
い
簿
記

に
な
る
。
そ
し
て
実
際
に
自

分
で
簿
記
に
触
れ
る
た
め
に

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
（
複
式
家
計
簿
ベ
ー
タ

版
）
を
紹
介
し
た
。

　

日
商
簿
記
３
級
レ
ベ
ル
が

理
解
で
き
れ
ば
自
院
の
経
理

が
分
か
り
決
算
書
が
読
め
る

ら
し
い
。そ
し
て
日
本
経
済
、

世
界
経
済
が
見
え
て
く
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
税
務
に
関

す
る
学
習
意
欲
を
か
き
立
て

ら
れ
た
講
習
会
だ
っ
た
。

 

（
港
区
・
冨
本
昌
之
）

　

経
税
部
は
、
同
部
員
で
大

阪
市
中
央
区
開
業
の
宇
治
田

竜
一
氏
を
講
師
に
「
将
来
を

見
据
え
た
帳
簿
・
決
算
書
の

読
み
方
」
を
２
０
１
３
年
12

月
15
日
、
保
険
医
会
館
で
開

い
た
。
同
氏
は
、
記
帳
か
ら

申
告
ま
で
一
人
で
こ
な
し
て

い
る
経
験
か
ら
、
貸
借
対
照

表
や
損
益
計
算
書
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
の
読
み

方
な
ど
を
解
説
し
た
。

　

節
税
の
た
め
に
期
末
に
余

分
な
費
用
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
は
次
期
純
資
産
に
繰
り
入

れ
る
利
益
剰
余
金
を
圧
縮
し

て
し
ま
う
の
で
経
営
的
に
は

逆
行
行
為
で
あ
る
。
デ
フ
レ

下
で
は
現
金
は
相
対
的
価
値

が
高
ま
る
た
め
企
業
は
内
部

留
保
を
増
や
そ
う
と
す
る
。

　

経
営
が
破
た
ん
す
る
原
因

は
債
務
超
過
と
資
金
の
シ
ョ

ー
ト
で
あ
る
。
資
金
の
シ
ョ

ー
ト
を
防
ぐ
た
め
に
キ
ャ
ッ

お
い
た
市
政
運
営
を
求
め
る

要
望
書
」
へ
の
回
答
を
踏
ま

え
て
取
り
組
ま
れ
た
も
の
。

小
澤
力
理
事
長
、
辻
本
勝
・

戸
井
逸
美
・
吉
田
裕
志
各
副

理
事
長
、
美
島
達
平
北
部
地

区
・
宇
治
田
竜
一
東
部
地
区

・
森
啓
南
部
地
区
の
各
責
任

者
、
事
務
局
員
８
人
が
参
加

し
た
。

い
る
」
と
述
べ
、

時
間
も
診
療
時
間

に
及
ば
な
い
よ
う

「
２
時
間
以
内
に

行
う
こ
と
を
徹
底

し
て
い
き
た
い
」

と
こ
た
え
た
。

　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
が
受
診
を
抑
制

さ
せ
る
よ
う
な
動

き
が
あ
る
こ
と
も

追
及
、「
医
療
が

必
要
か
ど
う
か
は

主
治
医
の
判
断
を

踏
ま
え
て
対
応
す

生活保護の立入調査の是正などを求めた大阪
市との協議＝2013年12月６日、大阪市役所　

経税部

期
末
の
経
費
計
上
に
注
意

「
決
算
書
の
読
み
方
」講
習


